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平成22年12月15日学びの里

　粉青（プンチョン）磁器は、青磁から白磁へと移り変わる15 ～16世紀に栄えた生
活磁器で、最も韓国的な美の原形と評価されています。利川（イチョン）の青白磁や康
津（カンジン）の青磁に比べるとやぼったい感じがするものの、自由な形と文様、奔放
で迫力ある表現で、庶民的ながら芸術性に優れた陶磁器として知られています。
　金海市と金海陶芸協会は、このような金海粉青陶磁器の素晴らしさを全国に広め、
その歴史的価値を見直すため10月26日から同31日までの６日間、進礼面（チルレ

ミョン）の金海粉青陶磁器館一帯で「第
15回金海粉青陶磁器まつり」を開催。「土
と火と人の出会い」をテーマに、管内80
余りの陶磁器生産業者が参加して多彩な
行事が開かれました。
　特に今年のまつりは、国から２年連続

「有望なまつり」に選定されたことで、内
容充実に一段と熱が入りました。伝統陶
芸の息遣いを直接感じられるよう、粉青
印花文様型押し、ろくろひき、陶磁器製時
計作りなどの体験コーナー、オークショ

ン、珍品名品探しなどの関連行事や粉青陶磁器会員企画展、海外陶磁器体験館、粉青
陶磁器茶碗展など多彩な展示イベントが催されました。また、まつりの雰囲気を盛り
上げるため、歌謡祭やかくし芸大会、子ども陶板写生大会や写真コンテスト、伝統茶
道実演などの文化芸術行事も開かれました。
　地域陶芸業者の競争力強化や、金海市の特産品である陶磁器の観光資源化を目的
に開催されたこのまつりには、国内外から毎年数十万人が訪れ、地域経済活性化に大
きく貢献しています。（金海市広報紙581号発行から）
＊この原稿は、市民サービス協働化提案制度として、平成20年度から「パラムむなか
た（福岡教育大学船津研究室から名称変更）」が翻訳しています

■問い合わせ先　市民活動交流室　☎（36）０３１１

地域経済の活性化に貢献

　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている韓国・金海
（キメ）市の広報紙を紹介しています。

金海の茶器で伝統茶を味わう来場者たち

　市民図書館では、市が実施する乳幼児の４カ月健診時に、赤ちゃんと保護者
に絵本の読み聞かせや、メッセージを添えてブックスタートパックを手渡す
ブックスタートボランティアの養成講座を実施します。
　ブックスタートに興味がある人、絵本が好きな人、子育てを応援したい人、
ブックスタートボランティアに参加してみませんか。
●日時、内容ほか　右表参照
●対象　原則、全４回の講座に参加で

き、講座終了後に市ブックスタート
ボランティアとして活動できる人

●募集人数　先着10人
●申込方法　平成23年１月６日（木）

までに、市民図書館窓口で直接か、
①住所②氏名③電話番号を明記し
て、宗像ユリックス図書館へハガ
キ（〒８１１−３４３７／久原４０
０）か、ファックス＝（37）２９５６か、メール＝tosho@city.munakata.
fukuoka.jpのいずれかで申し込む

■問い合わせ先　市民図書館　☎（37）１３２１

４カ月健診時に絵本の読み聞かせをす
るブックスタートボランティア（右端）

受 講 者 を 募 集

ブックスタート
ボランティア養成講座

（全４回）
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金海粉青陶磁器まつり

日時 会場 内容 講師

第
１
回

平成23年
１月13日（木）
13：30〜15：00

市民活動交流館
（メイトム宗像）
・201会議室

ブックスタートっ
てなあに

市民図書館司書、
ブックスタート
ボランティア

第
２
回

１月20日（木）
13：30〜15：00

市民活動交流館
（メイトム宗像）
・えほんのへや

赤ちゃん絵本と
読み聞かせの基本、
ブックスタートの
見学

市民図書館司書

第
３
回

（４カ月健診時）
２月９日（水）、同17日（木）
３月４日（金）、同15日（火）
13：30〜15：00

市民活動交流館
（メイトム宗像）

実習
「ブックスタートを
やってみよう」

市民図書館司書

第
４
回
２月16日（水）

稲築
保健センター
（嘉麻市）

先進地視察「嘉麻市
ブックスタート」、
意見交換


